
第１回 使用済小型家電からのレアメタルの回収及び適正処理に関する研究会

資料２ レアメタルとその関連施策について
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● 「地球上の存在量が稀であるか、技術的・経済的な理由で抽出困難な金属」のうち、工業

需要が現に存在する（今後見込まれる）ため、安定供給の確保が政策的に重要であるも

のを、鉱業審議会においてレアメタルと定義（現在、３１種類が対象）。

レアメタルの安定供給対策の重要性
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○ レアメタルは、自動車、IT製品等の製造に不可欠な素材であり、我が国の

産業競争力の要。
（例）ハイブリッド自動車用高性能磁石モーター：レアアース（ネオジム、ジスプロシウム）

超硬工具：タングステン

燃料電池用触媒、自動車用排ガス触媒：プラチナ

液晶パネルの透明電極：インジウム

レアメタルの重要性

デジタルカメラ 携帯電話
自動車

テレビ パソコン等

自動車（電気・ハイブリッド等）

液晶 電子部品
（ＩＣ，半導体、
接点等）

小形二次電池
（リチウムイオン電池
ニッケル水素電池）

リチウム
コバルト

等

希土類磁石
小型モータ

レアアース
(ネオジム、

ジスプロシウム）
等

高 機 能 材 製品の小型軽量化・省エネ化・環境対策

超硬工具

タングステン
バナジウム

等

排気ガス
浄化

プラチナ等

インジウム
レアアース
（セリウム）

等

ガリウム
タンタル

等

特殊鋼

ニッケル
クロム

タングステン
マンガン

等
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１位 ２位 ３位
上位３ケ国
合計シェア

レアアース 中国(97%) インド(2%) ブラジル(0.6%) 99%
バナジウム 南ア(39%) 中国(32%) ロシア(27%) 98%
タングステン 中国(86%) ロシア(5%) カナダ(3%) 94%
プラチナ 南ア(80%) ロシア(12%) カナダ(4%) 96%
インジウム 中国(49%) 韓国(17%) 日本(10%) 76%

○ 近年、多くのレアメタル価格は高騰し、直近では下落傾向にあるものの、引き続き高水準。

○ レアメタルの供給は少数の資源国に集中。特に、レアアース（中国）、タングステン（中国）、プラ

チナ（南アフリカ）等は、最大供給国に集中。
○ 中国政府は、レアアース等について、外資による採掘禁止、輸出税の引き上げ、輸出許可数量

の削減等、国内資源の囲い込み・輸出抑制策を展開。

主要なレアメタルの価格高騰の状況

*：三酸化タングステン10kgを含む鉱石の価格

主なレアメタルの上位産出国及びシェア

レアアース生産国の推移
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中国ﾊﾞｲﾕﾝｵﾎﾞ鉱山；１９８０年代半ばから生産開始

米国マウンテンパス鉱山：１９９８年の生産休止

出典：Mineral Commodity Summaries 2008

2003年
①

2008年9月

② ②÷①

レアアース（ネオジム） US$/kg 6.8 30.0 4.4倍

レアアース（ジスプロシウム） US$/kg 26.0 155.0 6.0倍

タングステン（鉱石） US$/MTU (*) 44.9 165.0 3.7倍

プラチナ US$/TroｙOunce 691.1 1,212.3 1.8倍

インジウム US$/kg 179.5 555.3 3.1倍

レアメタルに関する最近の動向
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資源（鉱石）の上位産出国（２００７年）
上位三カ国の

合計シェア

レアアース ① 中 国 ９ ７ ％ ② イ ン ド ２ ％ ③ ブ ラ ジ ル ０ . ６ ％ 【９９％】

バナジウム ① 南 ア フ リ カ ３ ９ ％ ②中国 ３２％ ③ロ シア ２７％ 【９８％】

タングステン ① 中 国 ８ ６ ％ ② ロ シ ア ５ ％ ③ カ ナ ダ ３ ％ 【９４％】

白金 ① 南アフリカ ８０％ ②ロシア １２％ ③カナダ ４％ 【９６％】

インジウム※ ① 中 国 ４ ９ ％ ②韓国 １７％ ③ 日 本 １ ０ ％ 【７６％】

モリブデン ① 米 国 ３２％ ②中国 ２５％ ③ チ リ ２ ２ ％ 【７９％】

コバルト ① コンゴ民 ３６％ ② カ ナ ダ １ ３ ％ ③ 豪 州 １ ２ ％ 【６１％】

マンガン ① 南アフリカ ２０％ ② 豪 州 １ ９ ％ ③ 中 国 １ ４ ％ 【５３％】

ニッケル ① ロ シ ア １ ９ ％ ②カ ナダ １６％ ③豪州 １１％ 【４６％】

銅 ① チ リ ３７％ ②ペルー ８％ ③ 米 国 ８ ％ 【５３％】

亜鉛 ① 中 国 ２７％ ②ペルー １４％ ③ 豪 州 １ ３ ％ 【５４％】

鉛 ① 中 国 ３７％ ② 豪 州 １８％ ③米国 １２％ 【６７％】

（出典）:Mineral Commodity Summaries 2008

レアメタルは、一般に希少性や偏在性が強く、加えて、ベースメタル等の副産物として産出され
る場合が多いという特殊性があり、主産物であるベースメタルの生産動向や、生産国の輸出政
策、主要生産施設の状況等の影響を大きく受ける。

※インジウムは地金ベース
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世界の消費量 日本の消費量 日本のシェア（順位） 日本国内の市場規模

（試算）

備考

白金

（２００６年）

２１１トン ３５トン １６.６%（２位） ２,２５９億円 １位：欧州（3７%）

３位：北米（1６%）

ニッケル

（２００７年）

１４２万トン １９.６万トン 1４% （２位） ４,３２２億円 １位：中国（２３%）

３位：米国（１１%）

タングステン

（２００６年）

６.７万トン ０.８万トン 1２%（４位） １６７億円 １位：中国（４１%）

２位：欧州（２５%）

コバルト

（２００６年推定値）

５.５万トン １.４万トン ２５％ （１位） １,474億円 ２位：中国（２３%）

３位：米国（２１%）

モリブデン

（２００６年）

１９.３万トン ３．１万トン 1６%（３位） ２,２48億円 １位：西欧（３３%）

２位：米国（１９%）

マンガン

（２００１年参考値）

１,９６３万トン １１３万トン ６%（５位） ５６５億円 １位：中国（３６%）

２位：ウクライナ（１４%）

バナジウム

（２００６年推定値）

９.１万トン １.０万トン １１%（４位） ８５２億円 １位：西欧（２１%）

２位：米国（１９%）

インジウム

（２００２年）

３５１トン ２１１トン ６０％ （１位） １２９億円 ２位：米国（２１%）

レアアース

（２００３年参考値）

８４千トン ２０千トン ２４％（２位） ８９０億円 １位：中国（３５％）

３位：米国（２０%）

（出典） ○Ｃu、Ｚｎ、Ｐｂ：WMS２００８ ○Ｐｔ：ＰＬＡＴＩＮＵＭ２００７ ○その他：ＪＯＧＭＥＣレアメタル備蓄データ集 等
※市場規模は、国内建値の年平均値等から算出
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鉱物資源の安定供給確保

【鉱物資源の安定供給確保】

鉱物資源の探鉱・開発、リサイクルの推進、代替材料
等の開発、レアメタル備蓄等により、中長期的かつ持続
的に鉱物資源の安定供給の確保を図る。

＜探鉱開発の推進＞

激化する資源獲得競
争の中で、資源確保に
向けた多面的・総合的
な対策を実施。

＜リサイクルの推進＞

技術開発により、国内
で収集された使用済製
品等に含有する非鉄金
属の回収率向上を促進。

＜代替材料等の開発＞

希少金属の使用量低
減技術及び希少金属の
機能を代替する新材料
の開発を実施。

＜レアメタル備蓄＞

官民協調によるレアメ
タル備蓄について、備
蓄物資の機動的な保
有・売却を実施。
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オーストラリア
レアアース

ベトナム
タングステン
レアアース

戦略的なレアメタル資源外交の展開

＜レアアース、タングステン、プラチナ等の重点地域例＞

プラチナのターゲット

レアアースのターゲット

タングステンのターゲット

中国
引き続きレアアース、タング
ステン等の安定確保を図る

南アフリカ
レアアース
プラチナ

ボツワナ
プラチナ

タイ
タングステン
レアアース

カザフスタン
タングステン

カナダ
タングステン

米国
レアアース

ボリビア
タングステン

ブラジル
レアアース
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8

＜希少金属（レアメタル）＞＜希少金属（レアメタル）＞
・特定の用途において高い機能を発揮。自動車、ＩＴ製品等の製造において不可欠。世界に誇る「我が国ものづくり

力」の源泉。
・一方で、希少性・偏在性・代替困難性が課題。

その供給制限は我が国製造業の国際競争力の制約要因。

代替材料・使用量削減技術開発
＜位置づけ＞＜位置づけ＞
資源外交、探鉱開発、備蓄、リサイクル等とならぶ
重要な資源確保・安定供給政策の一翼

【新規追加の鉱種案】 （平成２１年度～）

ハイテク製品の製造に不可欠であり世界的な需給逼迫が懸念されるレアメタルについて
ナノテクノロジー等の最先端技術を活用して、資源制約を打破する代替材料開発・使用量
削減を行う。

【研究開発中の鉱種】 （平成１９年度～）

1.偏光フィルタ（垂直）
2.ガラス板
3.透明電極に挟まれた液晶
4.ガラス板
5.偏光フィルタ（水平）
6.光源

透明電極 各種モーター等

①インジウム（Ｉｎ）

薄型テレビ用透明電極
に使用

②②ディスプロシウム（Ｄｙディスプロシウム（Ｄｙ）

ハイブリッド車用モーター
等に使用される希土類磁
石に使用

③③タングステン（Ｗ）タングステン（Ｗ）

超硬工具に使用

切削工具

④④プラチナ（Ｐｔ）プラチナ（Ｐｔ）

自動車や重機・化学
プラントの排ガス浄
化用触媒に使用

排ガス浄化用
触媒

⑥セリウム（Ｃｅ）⑥セリウム（Ｃｅ）

液晶ﾃﾞｨｽﾌﾟﾚｲ等用
ガラス精密研磨に
使用

大型液晶と精
密研磨

＋

⑤テルビウム（Ｔｂ）、⑤テルビウム（Ｔｂ）、
ユｰロピウム（Ｅｕ）ユｰロピウム（Ｅｕ）

蛍光体に使用

蛍光体

＋＋

希少金属代替材料開発プロジェクト希少金属代替材料開発プロジェクト 資料２



代替が困難で、供給国の偏りが著しいレアメタ

ル７鉱種について、短期的な供給障害等に備

える備蓄制度を実施（国家備蓄及び民間備蓄）。

備蓄対象７鉱種：ニッケル、クロム、モリブデン、マ

ンガン、タングステン、コバルト、バナジウム

国内消費量の６０日分（国：４２日分、民間１８

日分）を目標とし、現在の国家備蓄量は２３.６
日分。（平成１９年度末時点、全鉱種平均）

国家備蓄…備蓄事業の実施主体は独立行政法人石油天然ガス
・金属鉱物資源機構。緊急時等に備え、国家備蓄を実施。

民間備蓄…備蓄事業の実施主体は民間企業。
（（財）国際鉱物資源開発協力協会がとりまとめ）

国家備蓄倉庫

経済産業省

市中金融機関

備 蓄 事 業 の 実 施

ＪＯＧＭＥＣ

補助
（10/10）

政府保証

借 入

元金返済
利子支払

利子補給金
管理運営費

希少金属備蓄対策事業
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・一部の非鉄金属（銅、金等）を除き多く
の希少金属は廃棄処分

・有害物質の拡散による環境汚染の懸念

廃小型電子・電気機器、廃超硬工具等の一部は、収集後、既存の非鉄製錬工程で
処理され、主要な非鉄金属が回収されている。現在の処理工程は、回収可能な金属
が銅、金などに限定されており、その他の希少金属は廃棄処分されている。

このため、高温によらない湿式製錬方式による回収工程の開発等を通じて、省エ
ネルギーの達成及び希少金属（インジウム、ニッケル、コバルト、タンタル、タングス
テン、レアアース）の回収率向上を図る。
①廃小型電子・電気機器等からの希少金属の回収

・希少金属を含有する部品の選択的分離・分解（セパレーション）技術の開発。
・最適酸浸出（リーチング）技術の開発

②廃超硬工具からのタングステン等の回収
・最適酸浸出（リーチング）技術の開発

プロジェクトの概要プロジェクトの概要

・研究開発期間：平成19～22年度（４年間）

経済産業省→ＪＯＧＭＥＣ→民間企業
委託及び大学等との共同研究

定額補助(10/10)（平成21年度から1/2
補助（一部(10/10)）

実施体制実施体制

☆技術戦略マップ上の位置付け
重要技術のロードマップの「①総
合エネルギー効率の向上」の産
業分野の「素材製造プロセスの高
度化」に位置付けられている。

☆分野別推進戦略上の位置付け
エネルギー分野中の戦略重点科
学技術である「究極の省エネ工場
を実現する革新的素材製造プロ
セス技術」に位置づけられる。ま
た、環境分野中にも、必要な技術
開発として位置づけられている。

プロジェクトイメージプロジェクトイメージ

希土類磁石デジカメ

多くのレアメタル・レアアース等を含有

＜現状課題＞

経済的に回収可能な
①選択的分離・分解（セパレーション）技術

の開発
②最適酸侵出（リーチング）技術の開発

ビデオレコーダー
超硬工具

廃棄物減容化による
最終処分場逼迫解消

回収率の向上、供給源の多様化によ
る非鉄金属鉱物資源の安定供給

低温処理によるエネ
ルギーの使用合理化

＜現状＞
既存溶鉱炉

（乾式製錬炉）

M

+ - + -

溶媒抽出-電解採取法(SX-EW法）等

＜技術開発要素＞
政策上の位置付け政策上の位置付け

スラグとして廃棄処分
インジウム、コバルト、
タンタル、タングステン、
レアアース

インジウム、ニッケ
ル、コバルト、タン
タル、タングステン、
レアアースを回収

非鉄金属リサイクル技術開発の推進
～希少金属等高効率回収システムの開発～
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